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はじめに 

急速に高齢化が進む我が国では、誰もが安全で安心して社会参加するために、高齢者や障害者

等はもちろん、歩行者の誰もが安心して円滑に移動できる歩行空間の整備が急務となっている。 
我が国では、高齢者、身体障害者等の自立した日常生活及び社会生活を確保することの重要性

の増大等を背景として、平成 6 年に旧ハートビル法が、平成 12 年に旧交通バリアフリー法が制定

され、高齢者、身体障害者等を対象とするバリアフリー化の取組が進められてきたところである。

その後、より総合的・一体的な法制度を構築することにより、高齢者、障害者等の日常生活及び

社会生活における移動上及び施設の利用上の利便性、安全性の向上を図ることが必要となってき

たことから、平成 18 年に両法を統合・拡充した現在のバリアフリー法が制定され、同法に基づき、

段差の解消や視覚障害者誘導用ブロックの設置など、公共交通機関、公共施設及び建築物のバリ

アフリー化が一定程度進展した。 
こうした中、2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会が開催されることになり、こ

れを契機として、すべての国民が共生する社会の実現、さらには「一億総活躍社会」の実現を目

指し、全国において更にバリアフリー化を推進することが必要になっていることから、改正バリ

アフリー法が平成 30 年 5 月 18 日に成立した。改正内容は、市町村が駅、道路、公共施設等の一

体的・計画的なバリアフリー化を促進するための方針を定める「マスタープラン制度」（移動等円

滑化促進方針）の創設や、駅などに加え、道路や建築物等を含む幅広いバリアフリー情報の提供

を推進するなどであり、益々地方公共団体の役割が重要になっている。 
また、東京オリンピック・パラリンピック競技大会を契機として策定された「ユニバーサルデ

ザイン 2020 行動計画」においては、障壁の除去（バリアフリー）にとどまらず、多様な人々が利

用しやすいようあらかじめ都市や生活環境をデザインする考え方（ユニバーサルデザイン）に基

づく社会づくりを目指すこととされている。道路行政においても、従来から歩行空間のバリアフ

リー化を進めており、段差等の物理的障壁の除去にとどまらず、ユニバーサルデザインの考え方

に基づく道づくりを推進している。 
これらを踏まえ、地方公共団体における更なる道路のユニバーサルデザイン化の推進に向け、

全国の地方公共団体における多様な取組を共有することによる技術力の向上、地域や利用者のニ

ーズに応じた効率的な整備の推進を目的として「道路のユニバーサルデザイン化推進のための参

考事例集（平成 31 年 2 月）」としてとりまとめた。 
本参考事例集の活用により、道路のユニバーサルデザイン化が着実に推進することを期待する。 
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